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浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）
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女
優
の「
浜 

美
枝
」さ
ん
は
、富

山
県
宇
奈
月
町
の「
善
巧
寺
」（
ぜ
ん

ぎ
ょ
う
じ
）の
前
住
職「
雪
山
隆
弘
」

さ
ん（
１
９
４
０
〜
１
９
９
０
）が

新
聞
記
者
時
代
に
取
材
で
知
り
合

い
、以
後
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合

い
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

浜
さ
ん
が
善
巧
寺
を
訪
問
し
た

夕
食
の
時
、当
時
５
歳
の
現
住
職

「
雪
山
俊
隆
」（
１
９
７
３
〜 

）さ
ん

が
、「
こ
の
家
で
最
初
に
生
ま
れ
た

の
は
誰
」と
お
と
う
さ
ん
に
聞
き
ま

し
た
。お
と
う
さ
ん
は「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、お
と
う

さ
ん
、お
か
あ
さ
ん
」と
順
番
に
説

明
し
て
、い
よ
い
よ
俊
隆
さ
ん
の
番

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
時
、お
か
あ

さ
ん
が「
次
に
生
ま
れ
た
の
は
あ
な

た
よ
」と
言
う
と
、「
み
ん
な
会
え
た

ね
〜
」と
俊
隆
さ
ん
。呼
応
す
る
よ

う
に
お
か
あ
さ
ん
が「
そ
う
、み
ん

な
会
え
て
よ
か
っ
た
ね
」そ
の
会
話

を
聞
き
な
が
ら
、何
故
か
涙
が
こ
ぼ

れ
て
き
た
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
が
出
会
え
る
と
い
う
こ
と

は
、本
当
に
希
有
な
ご
縁
で
す
。こ

の
不
思
議
な
ご
縁
は
、遠
い
遠
い
、

先
祖
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、い
た
だ
い
た「
い
の

ち
」が
仏
法
の
ご
縁
に
触
れ
る
と
い

う
こ
と
も
…

　
「
さ
だ 

ま
さ
し
」さ
ん
作
詞
作
曲

の『
い
の
ち
の
理
由
』の
歌
詞
に
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私
が
生
ま
れ
て
き
た
訳
は

愛
し
い
あ
な
た
に
出
会
う
た
め

と
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、こ
れ
に
続
い
て
、私
が
生

ま
れ
て
き
た
訳
は

 

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」に
出
会
う
た
め

と
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
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小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

https://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

【 開門・閉門の時間 】
●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。

●お経本は床に置かないでください。

●毎月16日は親鸞聖人命日（おあさじ）にお参りください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

婦人会例会 13時 永照寺門徒会館

12月の行事予定

永照寺
年頭初参会について

あっという間に一年が過ぎました。おかげさまで無事一年を過ごすことができました。

ご門徒の皆様には、お寺を支えてくださり本当にありがとうございました。

お寺の運営は大きな問題もなく堅調です。どうぞご安心ください。

振り返ってみると今年も新型コロナウイルスに振り回された一年でした。

夏から秋にかけて弛緩した時期もありましたが、ここにきて感染者数が増えつつあります。

悩みましたが、除夜会は今年も中止いたします。

感染状況によって年頭初参会も中止することがあります。来月の寺報でお知らせいたします。

先月の寺報で掲載していた経蔵の修復や納骨堂のクロスの張替えも無事終了しました。

年末ご多用のことと思います。どうぞお身体、ご自愛くださいませ。

●中止の場合は１月号の永照寺だよりでお知らせいたします。
●コロナの影響も考慮して、例年と違う時間帯にて勤修しますことご容赦願います。
●懇志袋は来月号の永照寺だよりに同封します。お寺にもご用意しております。
●お斎の接待はありません。
●懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
●16日の7時のお朝事はありません。
●感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。

●中止の場合は１月号の永照寺だよりでお知らせいたします。
●コロナの影響も考慮して、例年と違う時間帯にて勤修しますことご容赦願います。
●懇志袋は来月号の永照寺だよりに同封します。お寺にもご用意しております。
●お斎の接待はありません。
●懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
●16日の7時のお朝事はありません。
●感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。

下記の感染対策をして法座を開催します。下記の感染対策をして法座を開催します。

◆マスクの着用をお願いします。
◆事前に検温をお願いします。
◆37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。
◆本堂距離を保ち椅子を並べます。
◆アルコール消毒、1座ごとに堂内消毒、
　換気を徹底します。

◆マスクの着用をお願いします。
◆事前に検温をお願いします。
◆37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。
◆本堂距離を保ち椅子を並べます。
◆アルコール消毒、1座ごとに堂内消毒、
　換気を徹底します。

2022年11月の参拝者
宗祖命日

順不同 ： 敬称略11名

古野 貞幸
（小倉南区）

山口 綾子
（小倉北区）

天神 光介
（小倉南区）

天神 さくら
（小倉南区）

延吉 政彦
（小倉南区）

森下 勝美
（小倉北区）

茶屋本 廣喜
（小倉南区）

増田 和久
（小倉南区）

中村 加代子
（小倉北区）

﨑田 元信
（小倉南区）

天神 正行
（小倉南区）

7時 永照寺本堂宗祖命日16日（金）
18日（日）

2023年 1月14日（土）、15日（日）、16日（月）
10:00～ 【1日1座とさせていただきます】 1時間程度

6時30分6時30分
開 門

18時 00分18時 00分
閉 門

来月号は
年末に届くよう考えていますが、
業者の問題で配送が困難なときは
７日過ぎに到着となります。
ご迷惑をおかけしますが、
ご容赦くださいませ。

  除夜の鐘（除夜会）について12月31日  
今年度の除夜会は新型コロナウイルス第８波の影響を懸念して、
中止させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

凡愚のつぶやき凡愚のつぶやき
ぼん   　ぐ

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

期 日




